
 - 1 -

 

第３７回留萌開発建設部総合評価審査委員会概要 

 

開催日及び場所 
令和６年９月１１日（水） 14:30～16:30 

留萌開発建設部 第１会議室 

委    員 

 蟹 江 俊 仁 （北海道科学大学工学部教授） 

 川 端 伸一郎 （北海道科学大学工学部教授） 

〇谷 野 賢 二 （東海大学名誉教授） 

（五十音順、〇印は委員長） 

審議対象期間 令和６年１月１日～令和６年４月３０日 

議 事 次 第 
 

【報告】 ・留萌開発建設部が発注した総合評価方式（工事・業務）の実施状況報告 

     ・抽出工事及び建設コンサルタント業務の報告 

【審議】 ・抽出工事及び建設コンサルタント業務の審議 

委員からの意見・質問、それに関する回答 
 

意 見 ・ 質 問 回    答 

【報告】 

・留萌開発建設部 総合評価落札方式実施状況

及び抽出した工事と建設コンサルタント業務に

ついて  

 

【審議】 

・質疑なし 

 

 

○一般国道２３２号 苫前町 力昼防災対策

工事 

  (一般競争入札・総合評価 

施工能力評価型Ⅰ型①） 

・提案資料の当該工事の留意事項等（高所作業

の安全対策）の安全管理について適切な内容か。 

 

・評価基準（運用）の工夫をされる対策を検討

すると良い。 

 

 

○遠別漁港 南防波堤改良その他工事  

  (一般競争入札・総合評価 

施工能力評価型Ⅰ型①） 

 

・提案資料の当該工事の留意事項等（安全管

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 
 
 
・検討して参りたい。 
 
 

 

 

 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 
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意 見 ・ 質 問 回    答 

理）について提案内容が類似しているが評価

の違いは何か。 

 

・現場代理人に求める資格について確認した

い。 

 

・技術提案が発注者側の期待している内容と乖

離したものになっている。期待する技術提案

というものを引き出すような設問の工夫があ

ってもよい。 

 

 

○天塩川下流・留萌川 河川管理施設監理検討

業務 

（簡易公募型プロポーザル方式） 

・業務打ち合わせ回数の評価について確認した

い。 

 

・その他提案事項の評価について確認したい。 

 

 

 

○羽幌用水地区 用水施設計画検討等業務 

（簡易公募型プロポーザル方式） 

・業務理解度、業務フロー、工程計画の評価に

ついて確認したい。 

 

・技術提案の説得力について適切な評価なの

か。 

 

（審議終了） 

 

（講評） 

  なし 

 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 

 

 

・検討して参りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 

 

 

 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 

 

 

・質問に対して回答し、了解を頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 


